
一

和
歌
は
、
独
詠
・
贈
答
や
人
々
が
集
う
場
で
の
予
期
せ
ぬ
興
趣
が
き
っ
か

け
と
な
る
状
況
を
除
け
ば
、
歌
合
や
歌
会
な
ど
の
組
織
だ
っ
た
催
し
が
が
お

も
な
詠
作
の
場
と
な
る
。
平
安
時
代
の
場
合
、
歌
合
に
つ
い
て
は
さ
い
わ
い

類
聚
歌
合

が
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
催
し
の
実
態
が
よ
く
分
か
る
。

十
巻
本
と
二
十
巻
本
の

類
聚
歌
合

は
、
と
も
に
編
纂
当
時
に
到
る
頃
ま

で
の
歌
合
を
集
成
し
て
お
り
、
平
安
時
代
の
歌
合
を
相
当
数
含
ん
で
い
る
。

時
の
権
力
者
の
も
と
、
規
模
の
大
き
い
組
織
だ
っ
た
長
期
に
わ
た
る
事
業
で

あ
っ
た
。
中
味
は
題
・
歌
人
・
和
歌
・
勝
負
・
判
詞
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
そ

の
会
の
様
子
を
伝
え
る
記
録
を
付
載
す
る
場
合
も
あ
る
な
ど
、
歌
合
全
体
を

窺
う
上
で
ま
こ
と
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。こ
れ
に
対
し
て
歌
会
の
ほ
う
は
、

記
録
を
集
成
し
た
も
の
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
模
様
を
知
る

手
だ
て
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
歌
会
は
詠
み
捨
て
の
場
合
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
計
画
し
て
催
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
記
録
し
て
お
く

の
は
普
通
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
現
存
資
料
は
ま
こ
と
に
寥
々
た
る
あ
り

さ
ま
で
は
あ
る
が
、
平
安
時
代
に
歌
会
記
録
集
成
の
事
業
は
行
わ
れ
な
か
っ

た
の
で
は
な
か
っ
た
。
朝
野
群
載
（
巻
一
）
に
藤
原
敦
隆
の

和
歌
類
林

序

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て

山
戸
兎
田
集

な
る

一
座
之

篇
什

つ
ま
り
歌
会
の
詠
作
を
集
め
た
書
が
あ
っ
た
。
和
歌
類
林
（
類

林
和
歌

と
も
い
う
）
編
纂
の
頃
に
は
、
第
二
巻
の
一
巻
を
残
す
の
み
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の
欠
文
を
拾
い
、
後
続
の
歌
会
資
料
を
集
め
、
和
歌
類
林

を
作
り
上
げ
た
の
だ
と
述
べ
る
。
こ
の
書
は
、
元
慶
か
ら
永
久
ま
で
の
歌
会

を
集
成
し
て
お
り
、
三
十
巻
だ
っ
た
（
和
歌
現
在
書
目
録

八
雲
御
抄

に
よ
れ
ば
五
十
巻
）。
主
催
者
・
開
催
年
月
日
・
場
所
・
歌
会
名
・
序
者
・

歌
人
名
も
記
し
、
歌
会
を
部
類
分
け
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
山

戸
兎
田
集

和
歌
類
林

と
、
歌
会
記
録
の
集
成
が
二
度
行
わ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
後
者
の
ほ
う
は
、
撰
者
は
藤
原
仲
実
一
人
で
は
あ
る
も
の
の
、

か
な
り
規
模
が
大
き
い
。
後
の
記
録
に
は
五
十
巻
と
あ
る
の
で
、
仲
実
が

し
て
か
ら
も
増
補
の
手
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
歌
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会
記
録
集
成
の
意
欲
は
衰
え
ず
に
維
持
さ
れ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
（

）。
山

戸
兎
田
集

和
歌
類
林

は
残
念
な
が
ら
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
、

こ
れ
以
外
の
歌
会
記
録
を
集
め
た
書
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

過
去
の
集
成
の
営
為
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歌
会
の
記
録
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
は

わ
ず
か
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
資
料
の
少
な
さ
に
起

因
し
て
、
あ
ま
り
関
心
を
呼
ば
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
目
下
の
状
況

と
し
て
は
、
歌
会
記
録
に
つ
い
て
の
知
識
が
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
感
ぜ
ら

れ
る
。
本
稿
で
は
、
わ
ず
か
に
残
る
資
料
を
も
と
に
歌
会
が
ど
う
記
録
さ
れ

て
い
る
か
を
述
べ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

二

栄
花
物
語
（
駒
競
の
行
幸
）
に
、
歌
会
に
到
る
経
緯
や
和
歌
序
・
和

歌
が
書
き
と
め
て
あ
る
。
万
寿
元
（
一

二
四
）
年
九
月
十
九
日
、
関
白
藤

原
頼
通
の
高
陽
院
へ
後
一
条
天
皇
の
行
幸
が
あ
り
、
駒
競
・
騎
射
に
つ
づ
い

て
奏
楽
が
行
わ
れ
、
天
皇
は
還
御
し
た
。
翌
日
同
院
に
、
昨
日
の
晴
儀
の
余

韻
に
浸
る
上
達
部
ら
が
や
っ
て
来
て
宴
と
な
る
。
そ
し
て
夜
が
更
け
て
、
頼

通
の
提
案
で
歌
会
へ
と
移
る
。
そ
の
あ
た
り
を
物
語
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

…

昨
日
の
こ
と
、
た
だ
心
地
に
の
み
思
ひ
て
、
書
き
留
め
ず
は
、

口
惜
し
か
る
べ
し
。
為
政
ば
か
り
ぞ
仕
ま
つ
ら
ん

と
、
殿
仰
せ
た
び

て
、
御
前
に
召
し
出
で
て
書
か
せ
た
ま
へ
ば
、
書
き
仕
ま
つ
れ
り
。

式
部
少
輔
文
章
博
士
内
蔵
権
頭
慶
滋
為
政
書
き
記
し
て
奉
る
。
大
后

の
宮
、
天
下
に
三
笠
山
と
戴
か
れ
た
ま
ひ
…

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
新
編
全
集
）
の
本
文
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
和
歌

序
と
和
歌
の
引
用
が
続
く
。
右
の

式
部
少
輔
…
書
き
記
し
て
奉
る

に
対

し
て
、
同
書
に
は
次
の
注
が
あ
る
。

諸
注
釈
は
こ
の
一
文
を
地
の
文
と
解
す
る
が
、
書
き
記
し
て
奉
る

が
前
文
の

書
き
仕
ま
つ
れ
り

と
重
複
し
、
為
政
の
呼
称
が
仰
々
し

い
点
を
考
え
、
和
歌
序
の
冒
頭
と
と
ら
え
る
。

式
部
少
輔
…
書
き
記
し
て
奉
る

を
地
の
文
と
見
な
さ
な
い
の
は
そ
の
と

お
り
で
よ
い
が
、
和
歌
序
の
冒
頭
部
分
と
理
解
す
る
の
は
正
し
く
な
い
。
そ

の
理
由
は
あ
と
で
述
べ
る
と
し
て
、
そ
の
前
に
注
に
言
う
諸
注
釈
の
説
を
挙

げ
て
お
く
。
た
と
え
ば
、
松
村
博
司

栄
花
物
語
全
注
釈
五

は
、
式
部

少
輔
…
書
き
記
し
て
奉
る

は
直
前
の

書
き
仕
ま
つ
れ
り

に
つ
づ
い
て

お
り
、
後
続
の

大
后
の
宮

か
ら
次
の
段
落
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大

后
の
宮
…

に
対
し
て
、
以
下
為
政
の
書
い
た
和
歌
序

と
注
し
て
い
る
。

他
の
現
行
の
注
釈
書
（

）も
同
じ
。
新
編
全
集
と
は
、
式
部
少
輔
…
書
き
記
し

て
奉
る

を
和
歌
序
の
中
に
含
め
る
か
否
か
で
見
解
を
異
に
す
る
。

万
寿
元
年
九
月
の
歌
会
を
、
栄
花
物
語

以
外
に
も
記
録
し
た
も
の
が

あ
る
。高

陽
院
殿
に
て
、
き
し
の
き
く
ひ
さ
し
く
に
ほ
ふ
と
い
へ
る
や
ま
と
う

た
の
序

為
政

（
殿
宴
和
歌
、
新
編
国
歌
大
観

第
五
巻
所
収

万
寿
元
年
高
陽

院
行
幸
和
歌
。
続
群
書
類
従

巻
四
百
一
所
収

高
陽
院
行
幸
和
歌
）

為
政
序
（
内
閣
文
庫
蔵

和
歌
序
集
）

行
幸
高
陽
院
応
製
和
歌
序

善
滋
為
政
（
扶
桑
拾
葉
集

巻
三
）
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が
そ
れ
で
、
掲
出
順
に
、
端
作
と
序
者
名
、
為
政
作
の
序
で
あ
る
こ
と
を
示

す
、
端
作
と
序
者
名
で
あ
り
、
こ
の
あ
と

大
后
の
宮
…

以
下
の
序
の
本

文
が
続
く
。
大
后
の
宮

以
下
を
序
の
本
文
と
す
る
点
で
は
、
栄
花
物
語

の
新
編
全
集
以
外
の
注
釈
書
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
歌
会
の
序
の
冒
頭

に
、
式
部
少
輔
文
章
博
士
内
蔵
権
頭
慶
滋
為
政
書
き
記
し
て
奉
る

の
よ

う
に
、
序
者
の
官
職
・
姓
名
な
ど
を
記
す
こ
と
は
な
い
。

晩
春
寓
二

直
吏
部
大
王
池
亭
一

者
、
趙
姫
呉
娃
（
扶
桑
古
文
集
、
大

江
千
里

三
月
三
日
、
吏
部
王
池
亭
会

序
）

第
二
皇
子
百
日
嘉
辰
、
合
二

宴
於
禁
省
一

矣
（
本
朝
文
粋

巻
十
一
、

藤
原
伊
周

一
条
院
御
時
中
宮
御
産
百
日
和
歌
序
）

伊
勢
の
斎
の
宮
、
秋
の
野
宮
に
渡
ら
せ
た
ま
ひ
て
の
ち
、
冬
の
山
風

寒
く
な
り
て
の
初
め
つ
か
た
七
日
の
夜
、
庚
申
に
当
た
れ
り
（
順
集
、

初
め
の
冬
の
庚
申
の
夜
、
伊
勢
の
斎
の
宮
に
さ
ぶ
ら
ひ
て
…
た
て
ま

つ
る
歌
の
序
）

ち
は
や
ふ
る
神
無
月
の
つ
ご
も
り
、
む
ば
た
ま
の
夜
半
に
、
旅
の
お
ほ

ん
物
忌
み
に
、
こ
と
な
し
草
の
葉
、
さ
し
籠
も
ら
せ
た
ま
ひ
（
内
閣
文

庫
蔵

和
歌
序
集
、
橘
正
通
、
和
歌
序
）

真
名
・
仮
名
を
問
わ
ず
ど
の
和
歌
序
の
冒
頭
に
も
、
序
者
の
官
職
や
姓
名
を

書
く
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、
新
編
全
集
の
説
は
成

り
立
た
な
い
。
序
の
冒
頭
は

大
后
の
宮
…

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
式
部
少
輔
文
章
博
士
内
蔵
権
頭
慶
滋
為
政
書
き
記
し
て
奉

る

は
ど
う
扱
う
べ
き
な
の
か
。
さ
き
に
引
い
た

殿
宴
和
歌

以
下
の
歌

会
記
録
に
は
、
栄
花
物
語

に
あ
る
こ
の
一
文
が
な
い
。
こ
れ
は
位
署
と

そ
の
人
物
が
序
を
書
い
て
捧
呈
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
地
の

文
の
一
部
で
も
な
く
序
の
一
部
で
も
な
い
。
右
の
源
順
の
和
歌
序
は
、
内
閣

文
庫
蔵

和
歌
序
集

に
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、
初
め
の
冬
の
庚
申
の
夜

…
源
順

つ
ま
り
端
作
と
序
者
名
を
記
し
た
あ
と
、
行
を
改
め
て

伊
勢
の

斎
の
宮

以
下
の
序
が
つ
づ
く
（

）。
こ
の

源
順

は
、
栄
花
物
語

の

式

部
少
輔
…
書
き
記
し
て
奉
る

に
相
当
す
る
。
歌
会
記
録
の
端
作
の
次
に
は
、

序
者
の
官
位
姓
名
を
記
す
の
が
通
例
な
の
で
あ
る
。
源
順

と
姓
名
だ
け

で
あ
り
簡
略
で
あ
る
の
は
、
格
式
張
ら
ず
く
だ
け
た
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ

た
か
ら
だ
ろ
う
。
真
名
序
の
例
に
は
、

日
本
紀
竟
宴
、
各
分
レ

史
、
得
二

神
日
本
磐
余
彦
天
皇
一
并
序

従
五
位
下
大
内
記
兼
周
防
権
介
三
統
宿
禰
理
平

日
本
書
紀
者
、
一
品
舎
人
親
王
、
従
四
位
下
太
朝
臣
安
満
等
、
奉
レ

勅

所
レ

撰
也
…

（
日
本
紀
竟
宴
和
歌
延
喜
六
年

）

春
日
侍
三

太
上
皇
幸
二

白
河
院
一、
翫
レ

花
応
レ

製
和
歌
一
首
并
序

内
大
臣
正
二
位
兼
行
右
近
衛
大
将
臣
源
朝
臣
有
仁
上

太
上
天
皇
、
暫
出
二

姑
射
之
深
居
一、
廻
二

仙
蹕
一

而
歴
覧
…

（
扶
桑
古
文
集
）

な
ど
か
な
り
あ
る
。
端
作
の
次
に
は
、
位
署
と
姓
名
お
よ
び
そ
の
人
物
が
序

を
捧
呈
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
栄
花
物
語

の

式
部
少
輔
…
書
き

記
し
て
奉
る

と
同
じ
形
式
で
あ
る
（
日
本
紀
竟
宴
和
歌

に
は

上

は
な
い
）。
と
く
に
二
例
目
の

源
有
仁

が

上

る

と
（
書
き
記
し

て
）
奉
る

と
が
共
通
す
る
点
に
は
注
意
す
る
べ
き
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
仮

名
序
の
場
合
は
例
が
少
な
い
。
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暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
并
序

承
安
二
年
三
月
十
九
日
、
於
二

宝
荘

厳
院
一

行
之

前
大
長
秋
内
給
事
藤
原
清
輔
六
十
九

あ
は
れ
す
べ
ら
ぎ
の
君
の
御
ま
つ
り
ご
と
を
、
よ
ろ
づ
の
民
も
う
け
や

す
き
二
と
せ
の
春
…

（
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
）

端
作
の
次
に
は
、
位
署
と
年
齢
を
記
し
て
い
る
。
年
齢
を
付
け
て
い
る
の
は

尚
歯
会
と
い
う
長
寿
を
こ
と
ほ
ぐ
集
い
で
の
歌
会
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
特

別
な
例
で
あ
る
（

）。
こ
の
よ
う
に
端
作
の
次
行
に
書
い
て
い
る
の
は
序
者
の
位

署
・
姓
名
で
あ
り
、
序
の
文
章
に
は
含
ま
れ
な
い
。

つ
ま
り
右
の
諸
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、
栄
花
物
語
（
駒
競
の
行
幸
）
に
見

え
る
一
文

式
部
少
輔
文
章
博
士
内
蔵
権
頭
慶
滋
為
政
書
き
記
し
て
奉
る

は
、
歌
会
記
録
に
お
け
る
端
作
の
次
に
来
る
序
者
の
位
署
・
姓
名
お
よ
び
そ

の
人
物
が
捧
呈
す
る
こ
と
を
記
す
箇
所
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
記
録
に
お

い
て
は
端
作
に
も
序
の
本
文
に
も
含
ま
れ
な
い
、
独
立
し
た
部
分
で
あ
る
。

栄
花
物
語
（
駒
競
の
行
幸
）
に
お
け
る
歌
会
記
録
の
冒
頭
は
、

式
部
少
輔
文
章
博
士
内
蔵
権
頭
慶
滋
為
政
書
き
記
し
て
奉
る

大
后
の
宮
、
天
下
に
三
笠
山
と
戴
か
れ
た
ま
ひ
、
…
…

と
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

三

栄
花
物
語
（
駒
競
の
行
幸
）
の
歌
会
記
録
は
、
端
作
が
な
い
も
の
の
、

序
者
の
位
署
・
姓
名
お
よ
び
そ
の
捧
呈
、
序
の
本
文
、
序
者
・
主
人
藤
原
頼

通
以
下
の
和
歌
が
続
く
。
歌
会
の
記
録
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
小
異
は
あ
っ
て
も

右
に
述
べ
た
根
幹
と
も
言
う
べ
き
部
分
は
ど
れ
も
同
じ
で
あ
り
、
会
の
開
催

に
到
る
経
緯
や
場
所
・
参
会
者
、
ま
た
は
公
私
の
別
な
ど
に
は
あ
ま
り
左
右

さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
も
そ
も
こ
う
い
っ
た
歌
会
記
録
の
体
裁
は
、
何

を
範
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
る
べ
き
は
詩
会
（
作
文
会
）
記
録

で
あ
ろ
う
。
現
在
完
全
な
形
で
の
詩
会
記
録
そ
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
な
い
。
不
完
全
な
形
で
あ
っ
て
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
歌
会
記
録
の
場

合
と
同
様
、
序
と
詩
を
切
り
離
し
て
別
個
に
扱
っ
た
た
め
に
、
全
体
像
が
伝

わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
総
集
で
あ
れ
別
集
で
あ
れ
詩
文
集
の
編
纂
は

行
わ
れ
た
も
の
の
、
和
歌
に
お
け
る
歌
合
集
成
の
よ
う
な
事
業
が
、
詩
会
に

つ
い
て
は
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
今
に
残
ら
な
い
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。
現
在
見
う
る
数
少
な
い
詩
会
記
録
の
一
つ
に
、
延
喜
元
年
秋
に
藤
原
時

平
が
城
南
水
石
亭
で
催
し
た
、
大
蔵
善
行
の
七
十
歳
を
祝
う
賀
宴
に
お
け
る

も
の
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
る
、
貴
重
な
詩
会
記
録
で
あ

る
。
次
に
、
雑
言
奉
和

に
収
め
る
こ
の
記
録
と
歌
会
記
録
と
を
比
べ
て
、

類
似
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
善
行
七
十
賀
宴
の
詩
会
記
録
を
形
態
が
分
か
る
形
で
引
用
し
て
お

く
。

端
作

七
言
秋
日
陪
二

左
丞
相
城
南
水
石
之
亭
一、
祝
二

蔵
外
史

大
夫
七
旬
之
秋
一、
応
レ

教
一
首
并
序

序
者
名

左
大
弁
紀
朝
臣
長
谷
雄
上

序序
者
の
詩

─ ─



端
作

秋
日
於
二

城
南
水
石
亭
一、
祝
二

蔵
大
夫
七
旬
一

作
者
名

門
生
藤
時
平

詩端
作

に
同
じ

作
者

詩端
作

に
同
じ

作
者
名

以
下
こ
の
繰
り
返
し

詩…
…
…
…

端
作

七
言
秋
日
陪
二

左
丞
相
城
南
水
石
亭
一

、
祝
二

家
父
外
史

七
旬
之
秋
一、
応
レ

教
一
首

作
者
名

大
和
少
掾
大
蔵
是
明
上

詩端
作

七
言
秋
日
陪
二

左
丞
相
城
南
水
石
亭
一、
賜
二

恩
祝
一、
応
レ

教
二
首

作
者
名

大
外
記
大
蔵
善
行
上

詩

こ
の
詩
会
記
録
に
は
端
作
が
四
種
類
あ
る
。序
者
紀
長
谷
雄
と
参
会
者

、

主
催
者
藤
原
時
平

、
大
蔵
是
明

、
大
蔵
善
行

、
詠
者
の
立
場
を
反
映

し
た
端
作
に
な
っ
て
い
る
。長
谷
雄
と
参
会
者
の
端
作
で
は
、時
平
と
善
行
・

是
明
父
子
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
こ
の
三
人
に
は
そ
の
立
場
に
応
じ
た
端
作
が

作
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
作
者
名
の
前
に
記
し
て
あ
る
。
通
常
の
詩
会
に
は

な
い
特
別
な
記
録
の
形
態
な
の
で
あ
ろ
う
。
藤
原
時
平
以
外
の
作
者
名
の
末

尾
に
は

上

と
あ
る
。
善
行
の
七
十
賀
宴
と
は
い
え
、
詩
は
主
人
時
平
に

捧
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
身
分
の
懸
隔
が
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
と
も
あ
れ
、
四
種
の
端
作
は
あ
る
も
の
の
、
記
録
全
体
か
ら
見
れ
ば
、

端
作

序
者
名

序

序
者
の
詩

他
の
作
者
名
及
び
そ
の
詩
の
順
で
記
す

の
が
基
本
の
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
を
歌
会
記
録
と
比
べ
て
み
る
。

歌
会
の
記
録
と
し
て
古
い
も
の
に
は
、
万
葉
集

巻
五
の

梅
花
歌
卅

二
首
并
序

が
あ
る
。
序
を
作
成
し
て
い
る
な
ど
、
記
録
の
体
裁
を
い
ち
お

う
整
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
梅
花
歌
卅
二
首
并
序

に
は
、
序
に

通
常
見
ら
れ
る

暮
春

秋
日

な
ど
の
時
季
を
表
す
語
が
な
い
ほ
か
、

歌
会
の
場
所
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
序
の
中
に
述
べ
て
あ

る
。
梅
花
歌
卅
二
首
并
序

が
端
作
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
と
序
の
本
文
と
の

間
に
は
序
者
の
位
署
・
姓
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
も
よ
い
の
だ
が
、
こ
こ
に
は

な
い
。
序
は
大
伴
旅
人
や
山
上
憶
良
ら
の
作
か
と
み
る
説
は
あ
る
が
、
作
者

は
明
か
で
は
な
い
。
序
の
あ
と
に
、
大
弐
紀
卿
以
下
の
三
十
二
首
が
続
く
。

主
催
者
で
あ
る
旅
人
の
歌
は
、
三
十
二
首
中
の
八
番
目
に
位
置
し
て
い
る
。

す
で
に
見
た

栄
花
物
語
（
駒
競
の
行
幸
）
と
大
蔵
善
行
七
十
賀
宴
詩
会

で
は
、
序
者
の
詠
の
次
に
主
催
者
の
作
が
来
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
三

十
二
首
は
お
も
に
歌
人
の
官
位
に
よ
っ
て
五
群
に
分
類
さ
れ
お
り
、
配
列
に

は
主
人
旅
人
の
意
図
が
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
当
時
の

歌
会
の
歌
は
、
そ
の
場
で
披
講
さ
れ
て
も
記
録
す
る
習
慣
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
り
、
梅
花
歌
卅
二
首

の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
収
録
さ
れ
て
い

る
の
は
、
旅
人
ら
の
配
慮
が
あ
っ
た
上
で
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
歌
会
の
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あ
り
方
も
記
録
に
つ
い
て
の
姿
勢
も
平
安
時
代
の
そ
れ
と
は
か
な
り
相
違
し

て
い
る
の
で
あ
る
（

）。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
大
蔵
善
行
七
十
賀
宴
の
詩
会
と

も
記
録
の
形
態
は
大
き
く
異
な
る
。

日
本
紀
竟
宴
和
歌

の
う
ち
延
喜
六
（
九

六
）
年
・
天
慶
六
（
九
四

三
）
年
の
歌
会
記
録
は
、
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
を
伝
え
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
前
者
の
冒
頭
は
次
の
と
お
り
。

日
本
紀
竟
宴
、
各
分
レ

史
、
得
二

神
日
本
磐
余
彦
天
皇
一
并
序

従
五
位
下
大
内
記
兼
周
防
権
介
三
統
宿
禰
理
平

日
本
書
紀
者
、
一
品
舎
人
親
王
、
従
四
位
下
太
朝
臣
安
満
等
、
奉
レ

勅
所
レ

撰
也
…

渡
飛
加
気
留
阿
麻
能
伊
波
布
禰
多
都
禰

蘇
阿
岐
都
志
麻
珥
波
美
野
波

志
迷
勢
留

と
び
か
け
る
あ
ま
の
い
は
ふ
ね
た
づ
ね
て
ぞ
あ
き
つ
し
ま
に
は
み
や
は

じ
め
せ
る

こ
の
す
め
ら
み
こ
と
、
た
き
し
み
み
の
み
こ
と
、
と
し

五
歳
な

る
と
き
、
の
た
ま
は
く
、
わ
が
あ
ま
つ
み
お
や
、
た
だ
し
き
み
ち

を
お
こ
な
ひ
て
、
こ
の
に
し
の
ほ
と
り
を
し
ろ
し
め
す
…
…

端
作
、
序
者
の
位
署
姓
名
、
序
、
和
歌
、
和
歌
の
釈
文
、
注
の
順
に
並
ん
で

い
る
。
こ
れ
は
和
歌
の
釈
文
と
注
を
除
け
ば
、
大
蔵
善
行
七
十
賀
宴
の
詩
会

記
録
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
歌
の
題
は
、
日
本
紀
竟
宴
和
歌

で
は

歌
人
ご
と
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
詩
会
の
場
合
と
は
そ
の
あ
り
方
が
お

の
ず
と
異
な
る
。
和
歌
を
万
葉
仮
名
で
表
記
し
、
左
に
釈
文
を
付
す
の
は
珍

し
い
。
万
葉
仮
名
に
よ
る
表
記
は
、
日
本
書
紀

の
歌
謡
や

万
葉
集

の
表
記
に
準
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
和
歌
の
あ
と
に
付
せ
ら
れ
た
注
は
、
他
に

例
を
見
な
い
こ
の
歌
会
記
録
の
特
殊
性
を
示
す
箇
所
で
あ
る
。
後
人
が
付
加

し
た
よ
う
で
あ
り
、
詩
会
記
録
と
の
比
較
に
当
た
っ
て
は
除
外
す
る
べ
き
で

あ
る
（

）。
序
者
の
和
歌
の
次
に
は
、

得
二

国
常
立
尊
一

従
五
位
下
守
大
学
頭
藤
原
朝
臣
春
海

葦
牙
迺
那
微
能
幾
佐
斯
裳
度
保
迦
羅
須
阿
麻
都
比
津
機
能
波
志
米
度
母

弊
波

あ
し
か
び
の
な
み
の
き
ざ
し
も
と
ほ
か
ら
ず
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
の
は
じ
め

と
も
へ
ば

あ
め
つ
ち
ひ
ら
く
る
は
じ
め
、
う
か
び
た
だ
よ
へ
る
な
か
に
、
ひ

と
つ
の
も
の
あ
り
…
…

が
続
く
。
記
録
の
形
式
は
序
者
の
場
合
と
変
わ
ら
な
い
。
以
下
こ
の
形
式
で

記
し
て
い
る
。ま
た
天
慶
六
年
の
竟
宴
和
歌
は
こ
の
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。

日
本
紀
竟
宴
和
歌

に
お
け
る
歌
会
記
録
の
形
態
は
、
大
蔵
善
行
七
十
賀

宴
の
詩
会
記
録
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

元
永
元
（
一
一
一
八
）
年
六
月
十
六
日
に
藤
原
顕
季
が
催
し
た
、
初
度
の

柿
本
人
麿
影
供
で
の
歌
会
に
つ
い
て
見
て
お
く
（

）。

夏
日
於
二

三
品
将
作
大
匠
水
閣
一、
同
詠
二

水
風
晩
来
一

和
歌
一
首
并

序

大
学
頭
敦
光

我
朝
風
俗
、
和
歌
為
レ

本
。
生
二

於
志
一、
形
二

於
言
一、
記
二

一
事
一、
詠
二

一
物
一

…
…
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風
吹
け
ば
浪
に
や
秋
の
立
ち
ぬ
ら
ん
み
ぎ
は
涼
し
き
夏
の
夕
暮
れ

於
二

柿
本
大
夫
影
前
一、
詠
二

水
風
晩
来
一

和
歌

修
理
大
夫
顕
季

夕
月
夜
む
す
ぶ
泉
も
な
け
れ
ど
も
志
賀
の
浦
風
涼
し
か
り
け
り

記
録
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
ま
ず
序
者
藤
原
敦
光
の
歌
ま
で
を
見
て
お
く
。

端
作
、
序
者
の
位
署
と
名
、
序
、
和
歌
を
記
し
て
い
る
。
位
署
が
簡
略
で
あ
っ

た
り
姓
を
省
い
て
い
た
り
す
る
が
、藤
原
顕
季
の
催
す
内
輪
の
歌
会
な
の
で
、

日
本
紀
竟
宴
和
歌

の
よ
う
な
公
の
歌
会
と
は
異
な
り
、
正
格
な
書
式
は

求
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
側
面
を
差
し
引
い
て
も
、

大
蔵
善
行
七
十
賀
宴
で
の
詩
会
記
録
と
は
形
式
が
同
じ
で
あ
る
。
後
続
の
顕

季
歌
で
は
、
端
作
が
序
者
敦
光
の
そ
れ
と
は
相
違
す
る
。
顕
季
は
こ
の
歌
会

の
主
人
で
あ
る
の
で
、
自
邸
の
一
角
を
占
め
る

三
品
将
作
大
匠
水
閣

を

端
作
に
含
む
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
断
し
、
こ
れ
を

柿
本
大
夫
影
前

に
置
き
換
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
大
蔵
善
行
七
十
賀
宴
の
詩
会
記

録
に
お
い
て
、
主
人
藤
原
時
平
・
賀
宴
を
受
け
る
善
行
と
そ
の
男
是
明
の
端

作
が
、
他
の
詩
人
た
ち
の
端
作
と
は
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
た
形

で
記
し
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
面
で
も
、
善
行
七
十
賀
宴

の
詩
会
記
録
と
形
式
が
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
は
、
嘉
応
元
年
宇
治
別
業
和
歌

暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌

の
歌
会
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
は
、

冬
日
陪
二

宇
治
別
業
一、
同
詠
二

河
水
久
清
一、
応
レ

教
和
歌
一
首
并
序

治
部
少
輔
藤
原
兼
光

聖
代
嘉
応
歳
、
天
下
無
為
也
。
我
摂

尊
閤
、
当
二

玄
冬
白
雪
之
令

節
一、
催
二

雍
州
宇
県
之
歓
遊
一

…
…

宇
治
川
の
流
れ
久
し
き
か
ひ
あ
り
て
す
む
べ
き
君
が
御
代
も
の
ど
け
し

（
嘉
応
元
年
宇
治
別
業
和
歌
）

暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
并
序

承
安
二
年
三
月
十
九
日
、
於
二

宝

荘
厳
院
一

行
之

前
大
長
秋
内
給
事
藤
原
清
輔
六
十
九

あ
は
れ
す
べ
ら
ぎ
の
君
の
御
ま
つ
り
ご
と
を
、
よ
ろ
づ
の
民
も
う
け

や
す
き
二
と
せ
の
春
…
…

散
る
花
は
後
の
春
と
も
待
た
れ
け
り
ま
た
も
来
ま
じ
き
我
が
盛
り
か
も

（
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
）

こ
の
二
つ
の
歌
会
記
録
も
ま
た
形
態
は
、
大
蔵
善
行
の
七
十
賀
宴
で
の
詩
会

記
録
と
根
幹
に
お
い
て
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
な
お
、
両
歌
会
記
録
に
は

そ
れ
ぞ
れ
、

嘉
応
元
年
十
一
月
廿
六
日

読
師

重
家
朝
臣

講
師

光
長

（
嘉
応
元
年
宇
治
別
業
和
歌
）

承
安
二
年
三
月
十
九
日
、
於
二

白
河
宝
荘
厳
院
一

講
之

講
師

石
見
介
成
仲
宿
禰

読
師

右
京
権
大
夫
頼
政
朝
臣

（
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
）

と
、
開
催
年
月
日
・（
場
所
）・
読
師
名
・
講
師
名
を
記
し
て
い
る
。
読
師

講
師

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
記
録
中
の
こ
こ
ま
で
の
歌
が
披
講
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
嘉
応
元
年
宇
治
別
業
和
歌

に
は

女
房
帰
洛

之
時
被
レ

献
歌

と
そ
の

御
返
、
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌

に
は

垣
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下
和
歌

や
そ
の
日
の
模
様
を
記
し
た
文
章
及
び
翌
日
の
贈
答
歌
な
ど
が
続

い
て
い
る
。
右
の
開
催
年
月
日
な
ど
を
書
い
た
所
ま
で
が
、
中
心
と
な
る
歌

会
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
付
帯
す
る
和
歌
や
記
事
で
あ
る
。
開
催

年
月
日
以
下
に
類
す
る
記
事
は
、
延
喜
元
年
の
大
蔵
善
行
七
十
賀
宴
の
詩
会

記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
こ
の
部
分
は
歌
会
の
み
に
あ
る
記
述
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
時
代
は
下
る
が
、
中
右
記

部
類

紙
背
漢
詩
の
詩
群
末
尾
に
は
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

寛
治
四
年
四
月
十
九
日
公
宴
、
行
二

幸
鳥
羽
院
一

作
題
者
左
大
弁

講
師
行
家
朝
臣

読
師
左
大
臣

（
中
右
記
部
類

巻
五
紙
背
漢
詩
、
早
夏
行
二

幸
城
南
一、
同
賦
三

松
樹
臨
二

池
水
一

）

承
暦
三
年
九
月
廿
七
日

三
位
侍
従
亭
作
文

題
者
孝
言

講
師
敦
基

読
師
有
宗

（
同
巻
十
紙
背
漢
詩
、
菊
花
為
二

上
薬
一

）

中
右
記
部
類

の
紙
背
に
引
載
す
る
詩
は
、
詩
会
に
お
け
る
作
で
あ
り
、

詩
会
記
録
の
序
を
除
く
部
分
に
相
当
す
る
。詩
会
で
の
詠
を
引
い
た
後
に
は
、

右
の
よ
う
な
開
催
年
月
日
・
場
所
・
題
者
講
師
読
師
ら
の
官
名
や
名
前
を
記

し
て
い
る
。
こ
れ
は
右
の
二
つ
の
歌
会
記
録
の
末
尾
に
記
す
と
こ
ろ
と
同
じ

で
あ
る
。
ま
た
、
雑
言
奉
和

に
引
く
寛
平
元
年
九
月
の
詩
会
（
惜
レ

秋

翫
二

菊
花
一、
応
レ

製
）
の
記
録
に
は
注
意
す
る
べ
き
部
分
が
あ
る
。
そ
こ
に

は

講
師

と
の
み
あ
っ
て
そ
の
あ
と
に
空
白
が
あ
る
。
こ
の
空
白
に
は
、

も
と
も
と

講
師

や
読
師
ら
の
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
た
だ
こ
の
後
に
詩
が
続
く
の
で
、
講
師

は

入
ま
た
は
錯
簡
か
も

し
れ
ず
、
疑
問
は
残
る
。
と
も
あ
れ
こ
う
い
っ
た
書
式
と
歌
会
記
録
の
そ
れ

と
の
全
般
に
わ
た
る
類
似
は
明
か
で
あ
る
。

四

さ
き
に
取
り
上
げ
た

栄
花
物
語
（
駒
競
の
行
幸
）
に
引
く
歌
会
記
録

に
つ
い
て
も
、
詩
会
記
録
と
同
様
の
書
式
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

こ
の
記
録
に
は
端
作
が
な
く
、
序
者
の
位
署
・
姓
名
と
そ
の
人
物
が
序
を
奉

る
こ
と
、
序
の
本
文
、
序
者
の
和
歌
、
参
会
者
の
和
歌
の
順
に
記
し
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
詩
会
記
録
の
形
式
と
同
じ
で
あ
る
。
栄
花
物
語

に
は

こ
の
ほ
か
に
も
歌
会
記
録
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
今
ま
で
に
挙

げ
た
記
録
と
は
異
な
る
形
式
を
持
つ
も
の
が
あ
る
の
で
、
取
り
上
げ
て
検
討

を
加
え
て
お
き
た
い
。

御
賀

の
巻
に
、
治
安
三
（
一

二
三
）
年
十
月
に
行
わ
れ
た
藤
原
道

長
室
倫
子
六
十
賀
の
儀
式
の
模
様
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
宴
は
夜
に

入
っ
て
歌
会
へ
と
移
る
。
物
語
に
は
藤
原
公
任
・
道
長
以
下
九
人
の
歌
が
引

か
れ
て
い
る
。
歌
会
記
録
の
常
と
し
て
、
最
初
に
歌
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
公

任
が
序
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
こ
の
和
歌
序
の
作
者
は
公
任
で
は
な

い
。
と
い
う
の
は
、
序
は

本
朝
文
集

（
巻
四
十
五
）
に
、
藤
原
行
成

賀
二

藤
道
長
夫
人
六
十
算
一

和
歌
序

と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
（

）。
序
の
末
尾
に
も

小
臣
行
成
謹
記
之

と
あ
る
。
作
者
は
藤
原
行
成

な
の
で
あ
る
。
行
成
の
歌
は
、
物
語
で
は
九
首
中
の
七
番
目
に
引
か
れ
て
い

る
。
物
語
に
は
和
歌
序
の
引
用
は
な
い
が
、
歌
会
記
録
で
あ
る
の
は
紛
れ
も

な
い
。
し
か
し
通
常
の
記
録
と
は
序
者
の
歌
の
位
置
が
異
な
る
。
行
成
と
公
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任
の
歌
の
位
置
は
入
れ
替
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
状
態
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（

）。
確
た
る
こ
と
は
言
い
が
た
い
が
、
次
に

引
用
す
る

小
右
記

の
そ
の
日
の
記
事
は
あ
る
可
能
性
を
想
像
さ
せ
る
。

禅
閣
示
二

大
納
言
公
任
卿
一

令
レ

執
レ

盃
、
出
レ

令
有
二

和
歌
一。
権
大
納
言

行
成
卿
執
レ

筆
書
之
、
聊
有
二

序
題
一。
後
聞
申
二

取
捨
一

云
々
。

行
成
は

筆
を
執
り
て
書

い
た
と
は
あ
る
が
、
序
を
作
成
し
た
と
明
記
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
聊
か
に
序
題
有
り

だ
け
で
は
行
成
が
序
を
執
筆

し
た
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
に

禅
閣

道
長
が

公
任
卿

に
歌
会
を
開

か
せ
た
と
い
う
の
は
、
一
流
の
文
人
公
任
に
序
の
執
筆
を
も
命
じ
た
と
受
け

取
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
取
り
捨
つ
と
申
す

が
歌
会
記
録
の
破
棄
を
意

味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
歌
会
の
状
況
に
つ
い
て
の
知
識
は
不
確
か
に
な
り
か

ね
な
い
。
あ
る
い
は
こ
う
い
っ
た
経
緯
が
、
栄
花
物
語

執
筆
時
に
、
歌

を
今
見
る
よ
う
な
形
で
引
用
す
る
一
因
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と

は
い
え
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
憶
測
に
す
ぎ
ず
、
序
者
の
和
歌
の
位
置
が
異

例
で
あ
る
こ
と
の
理
由
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
今
は
こ
の
歌
会
記
録
に
は

錯
誤
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
取
り
上
げ
て
お
く
。
松
の
し
づ
え

の
巻
に
、
延
久
五
（
一

七
三
）
年
二
月
の
後
三
条
院
の
天
王
寺
参
詣
と
そ
の
往
還
を
描
い
た
箇
所

が
あ
る
。
参
詣
の
翌
日
に
歌
会
が
あ
り
、
院
の
船
で
披
講
が
行
わ
れ
た
。
物

語
に
は
、後
三
条
院
・
関
白
藤
原
教
通
以
下
の
歌
四
十
五
首
を
引
い
て
い
る
。

こ
の
歌
会
の
序

春
日
住
吉
行
旅
述
懐
、
応
二

太
上
皇
製
一

和
歌

は
、
本

朝
続
文
粋
（
巻
十
）
に
引
か
れ
て
い
る
（

）。
作
者
は
源
経
信
。
経
信
の
歌
は

歌
会
記
録
の
五
番
目
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
記
録
の
冒
頭
に
後
三

条
院
の
歌
が
あ
る
の
は
、
異
例
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
上
皇
の
和
歌
を
記

録
す
る
場
合
、
通
常
ど
こ
に
置
く
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
参
考
と
な
る
例

が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
雑
言
奉
和

に
収
載
す
る

惜
レ

秋
翫
二

菊
花
一、
応

レ

製

の
詩
群
は
、
詩
会
記
録
の
一
部
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
最
後
に
宇
多
天

皇
の
作
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
歌
会
記
録
で
は
御
製
は
末
尾
に

置
く
と
類
推
で
き
よ
う
。
た
だ
こ
の
一
例
を
敷
衍
し
て
、
後
三
条
院
の
場
合

に
ま
で
当
て
は
め
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
出
す
に
は
ま
だ
資
料

が
足
り
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
こ
の
松
の
し
づ
え
の
巻
に
お
い
て
、
後
三
条
院

が
ど
う
描
か
れ
て
い
る
か
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
巻
は
後
三
条
天

皇
の
治
世
を
描
い
て
お
り
、天
皇
一
代
を
中
心
と
し
た
物
語
と
言
っ
て
よ
い
。

譲
位
後
の
天
王
寺
御
幸
の
部
分
は
巻
中
に
お
い
て
か
な
り
多
く
の
紙
幅
を
費

や
し
て
い
る
。し
か
も
院
の
生
涯
の
掉
尾
を
飾
る
意
味
合
い
が
あ
る
だ
ろ
う
。

歌
会
記
録
で
院
の
和
歌
が
最
初
に
配
さ
れ
る
の
も
、
作
者
の
意
図
が
あ
っ
た

上
で
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
巻
の
歌
会
記
録
は
、
通
常
の
形

式
と
は
異
な
る
。
も
し
作
者
の
創
作
意
図
が
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

歌
会
の
記
録
に
は
改
変
の
手
が
加
わ
っ
た
と
想
像
し
て
よ
い
の
か
も
し
れ

な
い
（

）。

五

歌
会
の
記
録
は
詩
会
の
記
録
と
形
式
上
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
こ
れ
ま

で
歌
会
記
録
と
詩
会
記
録
と
の
成
立
の
先
後
も
、
い
ず
れ
が
他
者
に
倣
っ
た

の
か
を
明
か
に
せ
ず
、
両
者
が
類
似
す
る
こ
と
の
み
を
述
べ
て
き
た
。
こ
こ

で
は
歌
会
記
録
と
詩
会
記
録
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
て
お
き
た
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い
。
こ
の
よ
う
な
記
録
の
形
式
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
獲
得
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
考
え
得
る
の
は
、
中
国
の
詩
会
記
録
の
導
入
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

中
国
で
の
こ
の
類
の
資
料
は
乏
し
い
よ
う
で
あ
り
、
日
本
の
詩
会
に
取
り
入

れ
た
と
思
わ
れ
る
詩
会
記
録
は
管
見
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
た
だ
一
つ
参
看

す
べ
き
も
の
に

翰
林
学
士
集

の
残
巻
が
あ
る
。
こ
の
詩
集
に
収
め
ら
れ

て
い
る
十
三
の
詩
群
は
、
詩
会
記
録
か
ら
の
転
載
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば

五
言
塞
外
同
賦
二

山
夜
臨
一レ

秋
、
以
レ

臨
為
レ

韻

の
詩
群
は
、
ま
ず
太
宗

文
皇
帝
の
詩
を
置
き
、
こ
の
あ
と
、

五
言
遼
東
侍
レ

宴
、
山
夜
臨
レ

秋
、
同
賦
二

臨
韻
一、
応
レ

詔

黄
門
侍
郎
弘
文
館
学
士
臣

遂
良
上

の
端
作
と
位
署
を
記
し
て
臣
下
の
詩
が
続
く
。
大
蔵
善
行
の
七
十
賀
宴
で
の

詩
会
記
録
と
比
べ
て
み
る
と
、
位
署
の
末
尾
に

上

と
書
い
て
詩
会
の
主

人
に
奉
る
こ
と
を
明
記
す
る
の
は
共
通
す
る
。
ま
た
、
ど
の
詩
に
も
右
の
端

作
を
記
し
て
い
る
点
は
、
雑
言
奉
和

に
収
め
る

雑
言
奉
レ

和
二

聖
製
河

上
落
花
詞
一

一
首

七
言
惜
レ

秋
翫
二

菊
花
一、
応
レ

製
一
首

の
詩
群

と
も

に
詩
会
記
録
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
端
作

小

異
は
あ
る

を
ど
の
詩
に
も
記
し
て
い
る
の
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
詩
群

の
初
め
に
太
宗
の
詩
を
置
く
の
は
、
日
本
の
場
合
と
は
異
な
る
。

翰
林
学
士
集

に
は
一
つ
だ
け
序
を
含
む
詩
群
が
あ
る
。

五
言
侍
二

宴
中
山
一

詩
序
一
首

臣
敬
宗
奉
レ

勅
撰
レ

序

と
記
し
て
序
が
続
き
、
こ
の
後
太
宗
の
詩
が
引
か
れ
て
い
る
。
奉
レ

勅
撰
レ

序

は
、
日
本
で
は
見
な
い
形
式
で
あ
る
。
許
敬
宗
の
詩
を
載
せ
て
い
な
い

の
で
、
序
者
の
詩
を
ど
う
扱
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
翰
林
学
士
集

は

巻
第
二
を
残
す
の
み
で
、
そ
の
全
体
像
を
知
り
得
な
い
上
、
こ
の
よ
う
な
詩

集
を
外
に
見
出
せ
ず
、日
本
の
詩
会
記
録
と
の
比
較
検
討
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
れ
で
も
中
国
の
詩
会
記
録
と
の
類
似
点
は
あ
り
、
日
本
側
の
導
入
は
あ
る

程
度
想
定
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
詩
集
が
全
巻
揃
っ
て
い

る
か
、
同
類
の
詩
集
が
残
る
か
し
て
い
れ
ば
、
日
本
の
詩
会
記
録
に
よ
り
近

い
形
態
の
記
録
を
見
出
す
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

右
の
よ
う
に
考
え
て
み
れ
ば
、
ま
ず
中
国
の
詩
会
記
録
が
持
ち
込
ま
れ
て

日
本
の
詩
会
に
お
い
て
普
及
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
歌
会
に
導
入
さ
れ
て
一
般

化
し
た
と
い
う
道
筋
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
整
備
さ
れ
た
中

国
の
形
式
は
、
詩
会
さ
ら
に
は
歌
会
へ
と
漸
次
浸
透
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
歌
会
記
録
の
形
式
は
詩
会
記
録
の
そ
れ
に
倣
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

六

最
後
に

順
集

に
引
か
れ
た
歌
会
の
記
録
を
取
り
上
げ
て
お
く
。
そ
こ

に
は
詩
会
記
録
の
影
響
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

西
の
宮
に
小
さ
き
紅
梅
を
植
ゑ
さ
せ
給
ひ
た
り
け
る
を
、
始
め
て
花

咲
き
た
る
年
喜
び
て
、
を
の
こ
ど
も
お
の
お
の
文
字
一
つ
を
探
り
て

詠
む
歌
の
序
。
探
り
て
こ
文
字
を
た
ま
は
れ
り
。
あ
は
れ
花
の
初
め

東

よ
り
と
い
ふ
を
、
西
の
宮
よ
り
な
り
け
り
と
は
、
こ
の
梅
の
花

を
見
て
な
ん
驚
か
れ
け
る
。
こ
れ
よ
り
我
が
大
臣
の
君
、
和
琴
の

を
の
こ
ど
も
を
引
き
連
ね
て
候
は
せ
給
ひ
、
唐
竹
の
笛
の
よ
ろ
づ
よ

─ ─



遊
び
明
か
さ
せ
た
ま
ひ
、
か
か
る
節
を
た
だ
に
や
は
過
ぐ
す
べ
き
と

て
、
こ
の
小
木
生
ひ
出
で
し
、
よ
ろ
づ
よ
の
老
木
に
な
ら
ん
ま
で
の

心
ば
へ
を
詠
ま
せ
給
ふ
に
。

白
浪
の
知
ら
ぬ
身
な
れ
ど
大
淀
の
仰
せ
ご
と
を
ば
い
か
が
背
か
ん

梅
津
川
こ
の
暮
よ
り
ぞ
流
れ
け
る
う
れ
し
き
瀬
々
は
見
え
ん
み
な
そ
こ

ま
ず
序
に
、
源
高
明
の
西
宮
邸
に
紅
梅
の
花
が
咲
い
た
時
に
、
管
弦
の
遊
び

を
し
さ
ら
に
歌
会
を
催
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
序
と
は
言
っ
た
が
、
冒
頭
か

ら

詠
ま
せ
給
ふ

ま
で
が
そ
う
な
の
で
は
な
い
。
西
の
宮

か
ら

た

ま
は
れ
り

ま
で
は
端
作
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
詩
会
に
お
け
る
端
作
に
近

似
し
て
い
る
。
お
の
お
の
文
字
一
つ
を
探
り
て
詠
む
歌
の
序
。
探
り
て
こ

文
字
を
た
ま
は
れ
り

は
、
た
と
え
ば
、

七
言
九
月
九
日
侍
レ

宴
、
各
分
二

一
字
一、
応
レ

制
一
首
探
賜
二

時
字
一

（
田
氏

家
集

巻
之
中
）

三
月
三
日
、
侍
二

朱
雀
院
柏
梁
殿
一、
惜
二

残
春
一、
各
分
二

一
字
一、
応
二

太

上
皇
製
一
探
得
二

浮
字
一。
并
序
（
菅
家
文
草

巻
六
）

の
よ
う
な
、
漢
詩
の
端
作
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
探
韻
を
説
明
す
る
形
式
を

和
文
化
し
た
も
の
と
言
え
る
。
順
の
三
番
歌
は

こ

で
終
わ
っ
て
お
り
、

漢
詩
の
押
韻
を
和
歌
に
取
り
入
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
順
は
当
代
一
流
の

文
人
で
あ
り
、
多
く
の
漢
詩
文
を
残
し
て
い
る
。
豊
か
な
知
識
や
実
作
を
も

と
に
探
韻
を
和
歌
に
応
用
し
た
の
で
あ
る
（

）。
順
の
序
は
、
あ
は
れ

か
ら

詠

ま
せ
給
ふ
に
ま
で
で
あ
り
、端
作
の
部
分
と
は
峻
別
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
（

）。

順
集

に
引
く
こ
の
歌
会
記
録
に
は
、
端
作
の
細
部
に
ま
で
詩
会
記
録
の

影
響
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
、歌
会
で
の
詠
歌
を
記
録
す
る
に
当
た
っ
て
参
考
に
し
た
の
は
、

詩
会
の
記
録
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
歌
会
を
理
解
す
る
上
で
重
要

な
知
識
で
あ
ろ
う
。
歌
会
の
記
録
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
あ
ま
り

残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
不
完
全
な
形
で
は
あ
る
が
、
栄
花
物
語

順

集

に
引
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
他
の
文
学
作
品
か
ら
も
見
出
せ
る
で
あ

ろ
う
。そ
う
な
れ
ば
歌
会
の
姿
は
今
以
上
に
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
な
ぜ
歌
会
記
録
を
引
く
の
か
ど
の
よ
う
に
引
い
て
い
る
の
か
な
ど
を

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
作
品
の
方
法
や
創
作
意
図
の
一
端
が
窺
え

る
場
合
も
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
ず
歌
会
記
録
を
見
出
す
こ
と
か
ら

始
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

注
（

）

和
歌
類
林

に
つ
い
て
は
、
浅
田
徹

藤
原
仲
実
の
類
林
和
歌

に
つ
い
て
（
橋
本
不
美
男
編

王
朝
文
学
資
料
と
論
考

所
収
）、

鈴
木
徳
男
・
北
山

藤
原
敦
隆

和
歌
類
林
序

注
（
相
愛
女
子

短
期
大
学
研
究
論
集

第
四
十
三
巻
）
参
照
。

（

）
日
本
古
典
全
書

栄
花
物
語
三
・
日
本
古
典
文
学
大
系

栄
花

物
語
下
・
栄
花
物
語
新
註

な
ど
。

（

）

和
歌
序
集

所
収

源
順
序

の
端
作
の
末
尾

源
し
た
が
ふ

は
、
そ
の
行
の
下
端
に
位
置
し
、
次
行
の
頭
か
ら

い
せ
の
い
つ
き

の
み
や
…

と
序
が
続
く
。
こ
れ
で
は
行
を
改
め
た
か
ど
う
か
は
明

か
で
は
な
い
。
た
だ
同
じ
序
を
載
せ
て
い
る
内
閣
文
庫
蔵

借
名
序

─ ─



で
は
、
端
作
の
部
分
は
一
字
下
げ
に
し
て

た
て
ま
つ
る
歌
の
序

で
終
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
し

源
順

は
な
い
。
序
者
の
姓
名
を
記

す
と
す
れ
ば

た
て
ま
つ
る
歌
の
序

に
続
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
か

ら
、
い
せ
の
い
つ
き
の
み
や
…

と
は
区
別
し
て
い
る
と
分
か
る
。

（

）

暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌

に
つ
い
て
は
、
後
藤
昭
雄

尚
歯
会

の
系
譜

漢
詩
か
ら
和
歌
へ

（
兼
築
信
行
・
田
渕
句
美
子
編

和

歌
を
歴
史
か
ら
読
む

所
収
）
参
照
。

（

）
新
日
本
古
典
文
学
大
系

萬
葉
集
一

の
注
参
照
。

（

）

日
本
紀
竟
宴
和
歌

の
各
和
歌
に
付
さ
れ
た
釈
文
と
注
の
作
者

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
が
あ
っ
て
定
説
を
見
な
い
が
、
歌

会
当
時
に
記
し
た
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
木
田
章

義

弁
官
と
放
還

日
本
紀
竟
宴
和
歌

の
世
界

（
文
学

季
刊
第
一
巻
四
号
）、
鈴
木
徳
男

俊
頼
髄
脳

と

日
本
紀
竟
宴

和
歌

（
相
愛
国
文

第
十
一
号
）
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

諸
説
の
整
理
が
あ
る
。

（

）
佐
々
木
孝
浩

六
条
顕
季
邸
初
度
人
麿
影
供
歌
会
考
（
国
文
学

研
究
資
料
館
紀
要

第
二
十
一
号
）、
鈴
木
徳
男
・
北
山

柿
本
人

麿
影
供
注
釈
（
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集

第
四
十
六
巻
）

参
照
。

（

）
村
田
正
志

藤
原
行
成
筆
和
歌
序
臨
写
の
出
現
（
日
本
歴
史

第
四
一
六
号
）
に
、
石
清
水
八
幡
宮
蔵
の
近
世
初
頭
臨
写
か
と
い
う

同
序
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（

）
序
者
で
あ
る
行
成
の
日
記

権
記

に
は
、

又
有
二

和
歌
興
一。

予
依
二

禅
下
命
一、
秉
レ

筆
書
二

小
序
一

、
源
経
頼

左
経
記

に
は
、
又

有
二

和
歌
一

権
大
納
言
執
レ

筆
、
聊
書
二

序
代
一

云
々

と
あ
っ
て
、

行
成
の
序
題
執
筆
は
明
ら
か
で
あ
る
。
参
会
の
人
々
が
知
ら
な
い
は

ず
は
な
か
っ
た
。

（

）
大
曾
根
章
介

延
久
の
住
吉
御
幸
和
歌
序
に
つ
い
て
（
大
曾
根

章
介

日
本
漢
文
学
論
集

第
一
巻
、
所
収
）
参
照
。

（

）
あ
る
い
は
応
製
和
歌
の
場
合
に
は
、
特
別
の
書
式
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

（

）
探
韻
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
丹
羽
博
之

源
順
に
お
け
る
和
歌
と

漢
詩

探
字

の
和
歌
と
探
韻

（
平
安
文
学
研
究

第
七
十

三
輯
）
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

（

）
順
の
こ
の
序
に
つ
い
て
は
、
順
集
輪
読
会

源
順
集
注
釈
（
一
）

（
国
文
学
論
叢

第
四
十
七
輯
）
に
注
解
が
あ
る
が
、
本
稿
で
述

べ
た
点
に
つ
い
て
は
訂
正
を
要
す
る
。

─ ─


